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プレバイオティクス

ピュリナはペットフードにプレバイオティクス
を導入した最初の企業で、この分野を先導し
ています。

ペットにとってプレバイオティクスのメリットと
は何でしょうか。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 プレバイオティクスとプロバイオティクス
の違いは何ですか？

名称が似ているため混同しやすいですが、プレバイオティ
クスとプロバイオティクスは全く異なるものです。しかし、
両者には共生的な関係があり、一方が他方の「餌」となり
ます。

プロバイオティクスは生きている有益な微生物（または細
菌）で、適量を摂取するとペットの健康に有益な効果を発
揮します1。腸管には無数の細菌種が棲息しており、一部
は「善玉菌」（乳酸菌やビフィズス菌など）ですが、一部は
病原性を有する可能性があります（病気の原因となるクロ
ストリジウムなど）。総じて腸管に棲息する細菌を微生物
叢と呼びます2。プロバイオティクスの目的は、善玉菌と
悪玉菌のバランスを整えて消化器の不調が起きるリスクを
最小限に抑えることです。

プレバイオティクスは食物繊維で、ペットフードに添加す
ると、善玉菌の餌となり成長を助けます。ペットフードに
含まれるプレバイオティクスの例には、イヌリンを含むチ
コリや小麦のアリューロンなどがあります。
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プレバイオティクス

プレバイオティクスに
よって生育する善玉菌

プレバイオティクスは善玉菌
の成長を促し、腸細胞のエネ
ルギー源にもなる。

善玉菌が発酵させたイヌリンや小麦のア
リューロンは優れた酪酸源となります。

プレバイオティクスは、感染、ストレス、加齢、
食事の変化に伴って微生物叢のバランスが崩
れるのを防ぎます1,2,4。

乾燥したチコリの 
根にはイヌリンが

約50%
含まれ、優れた天然の 
プレバイオティクス源と 

なります。

糊粉層を 
示した小麦の 

アリューロン層

ペットフードにプレバイオティクスを添加する
メリットは何ですか？

プレバイオティクスは糞臭や尿臭を軽減します

 ■ プレバイオティクスはしばしば善玉菌の「栄養源」と言われま
す。プレバイオティクスは主に結腸（大腸）で、腸内の善玉菌
によって分解（もしくは「発酵」）されます3。この発酵によって
短鎖脂肪酸が産生され、腸の健康によい効果が得られます。

 ■ 腸細胞は短鎖脂肪酸、特に酪酸をエネルギー源に利用
します1,3。これにより腸細胞が成長して増殖し、結腸内
面の表面積が拡大するため、腸管を介して栄養を最大
限に吸収するのに役立ちます1,3。

チコリなどのプレバイオティクスは犬や猫の糞臭を軽減すること
が、ピュリナや他の研究者による研究で示されています6,9,10。
結腸に棲息するクロストリジウムなど特定の細菌は、未消化の
タンパク質を発酵させ、糞臭の原因となるアンモニアやインドー
ルなどの副産物を発生させます。食事にプレバイオティクスを
添加すると、クロストリジウムの量を減らすのに役立ち、最終
的に悪臭を発する副産物の減少につながります9,10。

また、プレバイオティクスは尿中のアンモニア濃度を低下させ、
猫の尿臭を軽減することも示されています10。

 ■ 「善玉菌」はプレバイオティクスをエネルギー源として好んで
用いますが、食事に含まれるプレバイオティクスは善玉菌の
増殖を刺激し、悪玉菌の増殖を抑える働きも有しています3。

ピュリナが実施した複数の研究で、犬や猫にプレバイオティ
クスとしてチコリを与えると、善玉菌（ビフィズス菌や乳酸菌
など）の量が増加し、悪玉菌（クロストリジウムなど）の量が
減ることが示されています4-8。

 ■ 酪酸も腸管のpHを低く保つのに役立ち、善玉菌が繁栄する
のに最適な環境を作ります2。
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